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巻・ 頭  言

理学部の将1未が明るいために

騨 1纏 育 層 鞠‐人

群等蛇璃勤動励血速しつ掘 る今乳 その書鍛羹繁鍵懇及疇 ‐o中心である聾

:学部の重要性は言うま|でも|な1、 しかし騨 部の研究・教育環1晰の劣化はきわ

めて憂慮す難 である琳同じよう経研究で活躍してい-6他‐錮鶉簡瓢報おて :

理学部では施設ゃ面積においてきおめて持 分である。ζの十ままmの
伴わない高等教育機関になってしまう1融れすら邊る.。

在のようなとき,理学部内外の請方面の方々に 理学部岬 関して意見

をいただい輪 それをこの広報に掲載|させていただく。外か験見られ中
.への批判幅 内から見た提案な場 玲後の理学部の進躇をきめる上罐

役‐に立つと,思う|。 御歳見を寄せら絶た方々 に深く感謝申上げる。
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